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私は、ねっこ組の志歩の祖母です。30

年前は、ねっこ組の志歩の母（賞子）の

母でした。賞子の弟も、西宮公同幼稚園

ですので、園長先生、順子先生とも長い

お付き合いです。 

 志歩は、4 歳（年中）からお世話にな

りました。志歩が、公同に通い始めると、

私は 30 年前にタイムスリップしてしま

い、志歩に向かって“しょうこ”と呼び

かけ、あきれられていました。 

 公同では、目立つこともない志歩だっ

たようですが、家では縄跳び、一本歯下

駄、自転車に挑戦し、みんなについてい

こうと努力していました。弟想い、家族

想いの優しい子どもに育っています。そ

んな彼女ももう卒園です。 

 先日、納戸で探し物をしていて、ふと

2 冊の冊子が目に留まりました。1990 年

の卒園文集「すばらしきとき」「はる・な

つ・あき・ふゆ そしてはる」です。私

自身は、すっかり忘れていたのですが、

文集の表紙やカットに、私のつたない切

り絵を沢山使ってくださいました。あの

頃、私も幼稚園での子どもたちの生活に

感動し、私自身が成長させて頂いたのだ

なと、再認識しました。 

 4～5 冊の写真集、そしてスクラップブ

ックに貼られた作品集も出てきました。

To tell the story 145 

「おばあちゃんと幼稚園」 

 

時代にふり回されるのではない   自分の人生を語ってほしい、 

あの時 心を躍らせて生きた    自分の人生を語ってほしい、 

後悔に 身をふるわせたこともある 自分の人生を語ってほしい、 

笑い 泣き 歯ぎしりをした    自分の人生を語ってほしい 

今日 こんな決意をしたという   自分の人生を語ってほしい 

 

http://koudou.jp/
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園長先生が若い！順子先生が可愛い！子

どもたちの豊かな表情！亡くなった義母

まで嬉しそうに、いちごパーティに、お

はぎパーティに参加しています。公同幼

稚園の先生方の情熱と子どもたちの成長

に改めて感動しました。 

 志歩たちも、母や叔父と同様、園長先

生、順子先生を始め、若い先生方の思い

っきり大きな愛情に包まれて、大きく成

長したに違いありません。先生方、有難

うございました。 

 母親（賞子）がアレルギーの関係で、

無理をお願いしたり、ご迷惑をおかけし

たことと思います。我が子の身体を気遣

う母心、そしてあまりに多くの身体に悪

い添加物が氾濫している現実に危機感を

感じている母心を少し理解してやってく

ださい。思い起こせば、私もかなり強引

な保護者で、先生方にご迷惑やご心配を

おかけしました。その頃、順子先生に「“ど

ろんこと太陽”（当時の通信）は、いつも

あなたの事を考えて書いているのよ。」と

言われたことを覚えています。彼女の強

引さは、母譲りなのでしょう。でも、そ

の強引さがあって、今も順子先生と良い

関係でいられるのかな…と、勝手に思っ

ています。 

（神保 陽子） 

 

 

 

 

 

 

「くまモン司書」登場 

～わたしの小学校司書体験記～ 

 

 2016 年 11 月 15 日から 2017 年 2 月

24 日までの 3 か月半、知人・Ｓさんの介

護休暇の代替司書として、箕面市立西南

小学校司書として勤務した。 

 最初、代替の話があった時、完全リタ

イアして現場を離れている私に小学校が

務まるのかという不安はあったが、それ

以上に学校司書（注 1）全校配置の箕面

で司書不在の時間を作ってはならないと

いう思いが強くあった。Ｓさんとは、「学

校図書館問題研究会」（注 2）や「学校図

書館を考える会・近畿」（注 3）などでも

旧知の仲だし、ここは助っ人に行かねば

と思い、連れ合いに相談したら、「年金暮

らしでも、お座敷の声が掛かるうちが華」

と賛成してくれたので、行くことになっ

た。 

 西南小学校は、児童数 718 人、職員数

52 人。全校 22 クラスで国語の時間とし

て、週一回の「図書の時間」がある。従

って、週 22 時間の「図書の時間」を受け

持つことになる。事前に 2 日間、Ｓさん

から仕事の引継ぎとレクチャーを受け、

実際の仕事を体験してからいざ出勤。 

しかし、最初の出勤日は火曜日だが、

土曜にあった音楽会の代休の月曜日の時

間割で、いきなり 6 時間も「図書の時間」

があるうえ、勘違いからパソコンのパス

ワードがわからず一時パニックになった。

幸い、図書館のパソコンに詳しい教師の

手を借りて、ドタバタながら何とかしの
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いだ初日であった。 

 高校司書としてのキャリアはあっても、

小学校は初めてなので最初の 2 週間は

色々ととまどうことが多かった。例えば、

予約用紙に書かれた名前や書名が判読で

きない。さらには予約する本の書名と実

際の本が結びつかない、などである。こ

れは 2 週間ほどたって時間的に余裕がで

きたとき、予約用紙を全部洗いなおし、

書架を全部見まわして、ようやく子ども

に人気の本が少しわかってきた。 

また、45 分単位の授業では、一クラス

の時間が終わると、5 分の休憩時間のあ

とすぐ次のクラスがやってくる。低学年

だと、一クラスで百冊単位の本が返され

て、また借りられる。その繰り返しで、

とても 5 分休憩では、本を元の書架に戻

すことはできない。「読み語り」（箕面で

は「読み聞かせ」を「読み語り」として

いる）でも、どんな本を選べば良いかわ

からず、学図研の小学校勤務の仲間に

色々とアドバイスを受け、小物を使った

『どうぞのいす』のアニマシオン（注 4）

をしたり紙芝居をしたりして何とか乗り

切った。Ｓさんがクラスごとに何を読ん

だか記録を残しておいてくれたのも、大

いに助かった。ただ困ったことは、老眼

で細かい字が読みづらく、読みやすい絵

本に偏ったのが残念である。 

 いくらコンピュータ化されてるとはい

え、「読み語り」のあと、一週間前の図書

の時間に貸し出した本を返却させ、また

新しい本を借りさせる作業をするのは、

かなり時間的に厳しい。低学年ならなお

さらである。加えて、図書の時間には多

数の予約が出される。返却や貸出作業中

にも、「先生、予約します。」「私の予約本

はまだ？」「○○の本はどこ？」などと色々

声がかかり。まるで聖徳太子の気分であ

る。また、低学年の予約は書名や自分の

名前までも間違ったり、判読不明のもの

が多くあり、要注意である。予約用紙は

必ず司書に直接手渡しするよう、Ｓさん

が指導してくれていたので、その場で名

前や巻数が抜けているものは、その都度

注意して、書き直させた。 

 箕面市の学校図書館の管理システムは、

市立図書館と同じで、市内の全公立小・

中学校とオンラインで結ばれている。従

って、探している本がどこにあるかがす

ぐにわかって便利だが、このシステムは

発展途上で、まだまだ改良の余地がある

ことを月に一度開かれる司書連絡会で知

った。他校や市立図書館にある本はメー

ルで配本依頼できる。学校間なら最短、

翌日には市内のメール便で届くし、市立

図書館のものならば金曜までに配本依頼

をすれば、翌火曜日に配本される。 

 「図書の時間」は、前述のように国語

の一環であり、担任が必ず付いてくる。

また、司書が不在の時は返却と貸出を担

任教師ができるようになっている。とは

言っても、やはり学校司書が中心で運営

されている。本と児童との対応だけで精

一杯のところへ中には喧嘩や一冊の本の

取り合いの仲裁など、子どもの動きに振

り回されることもあるが、子どもたちは

元気で可愛い。 
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 教師からは実に様々な資料要求が図書

館に寄せられる。「海辺の生物についての

本を集めてほしい」、「漢和辞典を一クラ

ス分用意して」、「昔の暮らしと道具調べ

に使える本がたくさん欲しい」、「家庭科

クイズに役立つ本が欲しい」、「昔話の本

を集めてほしい」「『はらぺこあおむし』

の英語版が見たい」などなどである。そ

の都度、必要な本を揃え準備すると、先

生方は多忙なので大変感謝される。    

また、小学校では季節ごとの行事は子

どもの生活に密着していて、「読み語り」

の依頼も多い。私の勤務期間中、11 月の

人権週間には、5・6 年でアメリカの黒人

差別を扱った絵本『ローザ』を読んだし、

年末・年始にはクリスマス関連で『みな

みのしまのサンタクロース』や、正月明

けには『十二支のはなし』や『はつゆめ

はひみつ』などを読んだ。また、2 年生

が校内郵便局を実施する前は、『もりのゆ

うびんきょく』を読んだ。さらに 2 月の

最終の「図書の時間」では、6 年生に「中

学生になる君に」と題するブックトーク

（注 5）を行い、担任から感謝された。 

 低学年の子は特に絵本が大好きで、読

んだものには必ず予約がつくが、一クラ

スに何人も付くのでなかなか順番が回っ

てこない。他にも人気の本は、一冊に 20

人以上予約がつくこともあり、何か月も

待たなければ回ってこない。小学校図書

館の本は、大変利用が多いので痛みも激

しい。ハードカバーは表紙と中身が外れ

たり、本の背の天地がボロボロになった

り、表紙の角が丸くなったりする。また

ソフトカバーは全体が大きくしなり、こ

れまた中身が抜け落ちたりする。その都

度必要に応じて、時間をみつけて修理し

ているがとても追いつかない。 

 毎日多忙で一日があっという間に過ぎ

去る。疲れるが孫のような子どもたちが

見せるダイレクトな反応や表情は本当に

かわいい。全校朝会で校長から紹介され

て挨拶をしたとき、くまモンエプロンを

した私を見て歓声が上がり、「にしのみや

にすんでいる、のみやのすきな、にのみ

やです。のみや、にのみや、にしのみや

とおぼえてください。」と言ったら、次の

「図書の時間」に来た１年生が早速「西

宮に住んでいる飲み屋の好きな二宮先

生！」と言って図書館に入ってきた。若

い担任の先生に「どうでもいいことはよ

く覚えていますね。」と笑いあった。そし

て、後から「せんせい、のみやって、な

に？」と聞いてくる。「おとなのひとが、

おさけをのむところ」と答えたが、本当

にわかっているやら…。 

 西南小学校には、1.2 年生が 5 限で終

わる毎週木曜日の 6 限目に地域の文庫活

動をしている「にじの会」からお母さん

方が来校し、「お話し会」を開いている。

私が勤務を始めた最初の木曜日には、「学

校図書館を考える会・近畿」の元代表で

文庫活動をされている新井せい子さんも

激励に来てくれた。 

 また、2 月初旬には入学説明会があり、

約 120 人の新一年生の保護者の前で、Ｓ

さんが作っていたパワーポイントのスラ

イドを使い箕面市の学校図書館の状況と
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「図書の時間」や調べ学習活動について、

話をさせてもらった。話した内容は、①

箕面市の公立小・中学校には、有資格の

「専任・専門」の学校司書が全校配置さ

れていて、子どもたちが学校にいる間は

ずっと開館していること。②国語の授業

の一環として「図書の時間」では、図書

館利用のマナーや使い方だけでなく、「読

み語り」「紙芝居」「ブックトーク」など、

本に親しむ取り組みをしていること。③

子どもが学校から借りて帰った本を親御

さんが一緒に読んだり、楽しんだりして

あげてほしいことなどを話した。 

 小学校の職員は多忙なため、箕面市で

は一人ひとりにパソコンが支給され、職

員の年休・出張など毎日の連絡事項は、

校務シェアボードに各自が記入し、全職

員がそれを共有するというやりかたにな

っている。これは多忙な小学校には合理

的で便利だ。また、箕面市は図書館だけ

でなく、給食も充実している。全校自校

調理方式で、箕面の地産品の野菜がたっ

ぷりのヘルシーなメニューが多く、寒い

今年の冬も暖かいものが食べられて幸せ

だった。 

 短い間だったが、今まで知っているよ

うで知らなかった小学校図書館に勤務し

てみて、初めてわかったこともあり、こ

の年になって改めて貴重な体験をするこ

とができた。なによりも、子どもたちだ

けでなく、若い先生方が親切かつ優しく

接してくれてとてもうれしかった。反面、

私は「司書」資格要件を必要とされなが

ら、臨時職員（フルタイムのアルバイト

扱い）の給与区分が「事務補助」と同じ

で、日当は最低ランクの 6898 円で時間

給にすれば 890 円という高校生並のバイ

ト代である。「専門・専任」の箕面の学校

司書でも「非常勤短時間勤務職員」の給

与は低く、とても仕事内容にふさわしい

ものではない。学校司書の専門性と業務

内容にふさわしい処遇と給与が保証され

るべきだと強く感じた。 

 

（注 1）「学校司書」とは、小・中・高校

の学校図書館で働く人の総称。実体

のない「司書教諭」とは異なり実務

全般を担う。2014 年、「学校図書館

法」に明記されたが、小・中学校で

は設置自治体によって職名や待遇が

まちまちという問題点がある。 

（注 2）「学校図書館問題研究会」（略称;

学図研 がくとけん）とは、1985 年、

学校司書・教師・研究者などで結成

され、学校図書館教育の実践・研究

団体。全国に約 700 名の会員がいて、

地域ごとに研究例会をもっているほ

か、毎年夏に各県持ち回りで全国大

会を開いている。月刊「学図研ニュ

ース」、機関誌『がくと』（年刊）の

発行のほか、出版物も多数。活動内

容は、学校図書館問題研究会のＨＰ

を参照。 

（注 3）「学校図書館を考える会・近畿」

とは、1991 年に学校図書館に関心を

持つ住民が主体となって結成された

学習交流団体。大阪府箕面市、豊中

市、羽曳野市に学校司書配置を進め
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た活動記録『わがまちの学校図書館

作り』（教育史料出版会）を刊行する

など、その活動は各地の学校図書館

を考える会の先鞭となった。2014 年

に役割を終えたとして解散した。 

（注 4）「アニマシオン」とは、子どもた

ちに本の魅力を伝えるための活動。 

  提唱者のマリア・モンセラット．サ

ルト氏（スペイン）の著書『読書へ

のアニマシオン 75 の作戦』（柏書房）

によれば、75 の方法がある。 

（注 5）「ブックトーク」とは、一つのテ

ーマで話をつなぎ数冊の本を紹介す

る方法。学校図書館では、教科学習

の前後に単元に関連した内容のもの

をする場合が多い。 

（二宮 博行） 

元・県立尼崎北高校学校司書 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本基督教団西宮公同教会集会案内 

早天祈祷会      毎月 1 日午前 6 時 30 分から    於：西宮公同教会集会室 

教会学校       毎週日曜日午前 9 時から      於：西宮公同教会礼拝堂 

聖日礼拝       毎週日曜日午前 10 時 45 分から   於：西宮公同教会集会室 

聖書研究祈祷会    毎週第 1・3 水曜日午後 7 時から  於：西宮公同教会集会室 

読書会        毎週第 2・4 水曜日午後 7 時から  於：西宮公同教会集会室 

（早天祈祷会、聖書研究祈祷会、読書会は、2016 年 4 月よりしばらくお休みしています。） 
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２０１７年２月１８日（土） 

 けん玉名人がやってきた！ 

 園舎２階に、お兄さん４人が登場！とにかく驚きの神ワザが次々と披露され、みんなは目をまん丸にして、びっくり！ 

２０１７年２月１９日（日）９時～ 

 教会学校 

 高松公園 

 礼拝を守った後、高松公園に移動！幼稚園のお友だちから中学生まで学年混合で、２チーム結成しました。

さぁ、ドッヂビーで対決です！最後の方には２つものボールが入り、もうどっちからやってくるのか、「キャー！キャ

ー！」「ドタバタ～」 
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２０１７年３月３日（金） 

 幼稚園の畑でいちごの苗を植えました 

 いちごの苗がこれからゆっくりと育っていけるように、幼稚園のお友だちが雑草を抜いてくれました。５月ぐらいまでの

間、また大切に見守っていきます。春には、甘くて美味しいいちごたちと出会えますように。 

２０１７年３月５日（日） 

 教会学校 

 活動では、粘土で自分の顔を作ってみました。まずは、友だちの顔を見て、描いてみる。「鼻は？口は？眉毛の位置

は？」 なかなか難しい…。次は自分の顔を描いてみました。そして、粘土に自分の顔を、描きます。「う～ん・・・」 

これは、一体だれ？園長先生が、だれかの顔を描きました。 

２０１７年３月１日（水）１０時～１２時ごろ 

 ちいさなお茶会 

 パスタ・エ・カフェ・シオサイ/PASTA e CAFE SHIOSAI 

 これまで、ぬいぐるみを作ったり、折り紙を折ったり、羊毛フェルトでチクチクしたり…いろいろ楽しんできました。今回

は、初めて刺繍を楽しみました。色々なステッチを教わりながら、出来上がった世界に一つの“にわとり”。参加人数は、

１２名でした。 
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～あるがままに～ 
 

「順子先生の出会い日記」 

 

 保育の外部への公開を積極的に引き受

けるというのをはじめたのが 2007年度。

公立は幼稚園、保育所など市の管轄など

のところでは、そういう方向性が出れば

一応年間予定に入れていくけれど、私立

は門戸を開くことにあまり積極的ではな

い、そんな相談を受けて「それでは先兵

になりましょう」と名乗り、しかも午後

には講演会まで設けるということにしま

した。 

 オープンデーはその日に都合が悪かっ

たからなどとあとで言われるので、それ

ではと次は翌年からオープンウイークに。

年数を経る中で思ったことというか再確

認したことは、もちろん皆さん忙しいの

でしょうが、とにかく気持ちの問題だと

思うに至りました。   

「機会を活かすか」、いや行動に移らない

かそれだけです。まあお節介と言われる

所以ではありますが。 

 で、2017 年は 2 月の 20 日からの 1 週

間、講演会は午後に 2 度と設定。かって

日替わりでゲストの訪れが週に 4 回とい

う年度もあったり、とても小さな園では

設けられないような機会、しかもそれな

りに名を知られている方や、えーっすご

いという方々をお呼びしてくることがで

きました。浜田壽美男先生に菅井啓之先

生は定番での登板を、そして今年はその

レギュラー陣の菅井先生、もう一方は兵

庫教育大学でお世話になった先生をお願

いしてのお話を聞く機会でした。いい人

に出会ったらぜひいろんな人に紹介した

い、だからお節介屋！絵本作家の甲斐信

枝さんも数年前にお越しくださっていま

す。 

 さて初登場となった兵教大の石野秀明

先生は「幼児期から就学に向けて」で話

していただけたらというだけのお願いに

「言葉と思考を中心に」4 歳から 5 歳児

の生活で大切なことをしっかりとまとめ

てのお越しでした。遊びの充実が発達の

鍵であると強く思われていることもあり、

子どもたちのところに仲間入りされてか

ら何度も繰り返されたのが実によく遊ぶ

子どもたち、そしておとなが遊びの達人

であること。100 パーセントの達人では

ありえないものの、公同での伝承を大切

にしての冬の遊びの環境です。この環境

が上手に設定されていることもこれまで

他の方にもよく見ていただいてきて評価

のあったものですが、今年は特にそのこ

とをいろいろな方から声をかけていただ

きました。大事にしてきたことなのでう

れしいですが、子どもがよく遊んでいる

とあまりに言われると、「他の子どもの生

活の場所はどうなってるねん」と返した

くなります。1時間 1時間で区切って次々

におとなからの指示のもと、その日にお

となが予定しているものを一方的に与え

ていく園のありようが多い中で、一人ひ

とりが遊び込んでいるとのこと。もちろ

んこれはすべてをそうだわねと受け取り

安心しているわけにはいきません。それ
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ぞれの子どもの到達度があるからです。

また遊べていない子どももいる、だから

どう誘うか、よくいろいろなことができ

るようになっているけれど、それならば

次の段階をどう見せてあげるか、とにか

く子どもの生活の場は自分が遊び名人や

達人にもなるのも必要だし、何より子ど

も一人ひとりを見ているかどうか、おと

なが問われるのです。遊びには時間が必

要、それはその年だけでなく年度を越え

てです。ほしおくん（5 歳）はずっとこ

ま板のところにいた昨年からまあ急上昇

の今年。すごい勢いでひもを巻く。昨年

はあまりにこまのところにいるのでおか

あさんに家でも機会を作ってあげてとお

話したことがありました。1 年の時間、

そこでいっぱいの力をつけて、いざ！の

今のこま板のところの時間にです。 

 

 石野先生はお持ちくださった、少し心

配される改訂間近の教育要領を見せてく

ださりながら、何よりこの日の子どもた

ちの場面場面に合わせて話してください

ました。人間関係ということを取ってみ

ても、場面場面の中での人との付き合い

ができるようになっていっているか。ま

た運動にしてもおおなわをする子どもた

ちの「3 歳の子はとにかくその場でジャ

ンプしている」、少ししっかりしてくると

「なわを見ていて跳ぶ」、幼児期の最終期

の今ごろでは、数人で跳んだり、小さい

子どもを抱きかかえて跳ぶなどの場面が

出てきます。そういう発達の様子を個人

個人の今を、わたしたちが見ているか、

捉えているかですね。 

 新しい要領は何と、10 項目の目標に健

康が１項目しか入っていない、一番の基

礎であり、10 の中に入れるのもおかしい

し、ピラミッドの底辺に据え置くべきも

のです。１なんて、一体どういうつもり？

運動や生活習慣などいっぱい含まれる

「健康」なのに。 

 幾つもの我が園のその日に合わせての

指摘（そう聞こえました）は、ほんとに

よくわかるものでした。松島さんの陶芸

展のおかげで、しっかりした大きな箱が

残ったのですが、それを遊びの場に出し

ていました。しかししばらく出番のなか

ったその箱を出してほしいとの子どもの

要望で園庭に。そこでの子どもたちの「認

知」について。箱に入っていて、入り口

を閉められても 5 歳くらいなら「中にい

ても外が想像ができる」、しかし幼いと中

に何があるか、入ったらどうなるか、閉

められたら～、中と外との理解ができる

ほどにはまだ十分には育っていない。そ

こで当然表情が変わってくる。それらを

遊びを展開する中で「○○ちゃんは怖が

ってすごい緊張の顔だった」「〇ちゃんは

余裕で出てきた」など先生たちはおたよ

りで報告したりする。でもその箱の遊び

を通して一人一人をもっとつかんだり、

その遊びと年齢とを、想像力や動きなど

を通して整理はできていません。箱の近

くで見ているだけの子どももいるわけで

すから。そういう「見る」という重要な

指摘をいただいたなと他の指導の場面で

も思いました。 
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 遊んでいる、遊び込んでいる、そう言

われて満足はしていられないとしみじみ

思ったことです。 

  

 子どもたちの遊びの育ち、いかにそこ

に「動作」が多くあるか。動作の経験が

必要、だから実は動作が限られてくる「運

動の習い事」は意味がないとの強い指摘。

総合的に身体を使い、手も足もあらゆる

身体のすべてを使っていくことが幼児期

では大切とも。ここでうれしくなったわ

たし、毎年卒園式で子どもたちの写真を

使って 3 年間を振り返ったりするのです

が、ある年度に「動詞」というテーマで

写真を構成しました。成長発達はどんど

ん動詞が増えていくことだと思っていた

からです。抱かれてすべてをおとなに託

していたころから、「見る」「笑う」「手を

のばす」「つかむ」「振る」「すわる」など

などどれほどの動詞（動作）が加わって

いくことでしょうか。そして「歩く」「走

る」「話す」「描く」などと広がっていく

それから。幼稚園に入ってからのそれら

を写真で整理していったのです。動作よ

り動詞がいいわねとあとの会で盛り上が

りましたが、自分たちのこれまでと、そ

の日の話が合うところがあるのは最高、

ほんとにうれしく思いました。 

 その話に、公同やわたしをよく知って

いる一人が「この人は発達心理学の方面

からではなく保育学からきちんときわめ

ている」と。いやあ保育学ねえ、しかし

子どもと生活してきたからこそ、少しは

きわめてくることができたかもしれない。

それは、「単位数の学び」というところに

も出てきました。遊びの中で自然にでも

意識して、野菜やくだもの、その多様な

種類、大きさを比べる、個数の想定をす

る、重さを測って小さくても重いものも

ある、など遊びの中でいっぱいに楽しん

できた公同の子どもたち。どんなに仕掛

けを楽しんでも「単位数が」などと思っ

てはいないけれど、5 歳ならこれくらい

のことを一緒に考えられるかも、3 歳は

モノに出会って歓声を上げるだけでいい

けれど、年齢の進みによって「味わう」

までには幾つかの「考える」ハードルを

と思ってきました。そんな時間、その目

の前の子どもからの学びの積み上げがあ

って、次が生まれてきた、まさしく現場

でのわたしたちの学習に他なりません。 

 言葉と思考への指摘も面白かった。ス

マホの「り」、何かと思ったら「了解」の

略。ことばの雑さが思考をダメにする、

です。子どもの中で生活して、やりとり

をいっぱいに楽しみ、それをことば化し

ておとながあとで振り返る、加えて公同

はクラスだよりに書く。こうしておとな

の思考が育てられてきました。ことばの

いっぱいのやりとりの大切さ、対話を大

事にしたいと願い、子どもの時間も子ど

もからのことばを引き出す楽しみにはま

り、いろいろ工夫し、それを家庭に伝え

る、そこからまた次につながっていく面

白さへと広がってきたこれまでです。と

いうことで他にもあるのですが、石野先

生にはずいぶん現場と、発達心理学とを

結び、整理しこれからの課題を見せてい
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ただいたように思います。 

 わたしに残された時間で、これらのこ

とが少し形にできればいいなと直後はテ

ンション上がっていたのですが、さあど

うなるでしょうか。 

 

 2016 年度の公開保育や講演会の時間

は、たくさんの「頭の体操」でした。そ

うそう、来園の方々にどれだけわたしの

けんだまのモシカメを褒められたことで

しょうか。わたしくらいの程度を「お上

手で～」では、やっぱり他では！？一体？

かなと。 

3 月も半ばに！ですね。2 月の終わりに

園の裏の空き地に「ふきのとう」発見。

おう、この季節がです。 

1 年の速さよ！の毎日。昨年は、その前

はなどとあれこれ振り返りながら過ごし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こうぞう版行動報告書」 

 

 2月 24日から 2泊 3日で沖縄に行って

きました。兄が単身赴任で沖縄に住んで

いるので、会いに行くのと、泡盛を呑む

ことを目的？？でした。でも誤算だらけ

の旅で、1 つ目の誤算は、往きの飛行機

での出来事です。車いすのクッションが

気圧の関係でパンパンに膨れて機内で座

っていると尻が痛くなり大変でした。2

つ目の誤算は、沖縄は暖かいものだと思

い込んでいたことでした。当日は曇って

いて時々雨が降っていて、気温も低く肌

寒かったので、2 日目観光に行く前にま

さかのユニクロ行きでした。 

 観光ですが、首里城公園や琉球ガラス

村に行き沖縄を満喫してきました。それ

に沖縄限定のボンカレー（関西でも 1970

年代に売られていたパッケージのもの）

も大量購入。泡盛も呑めたし購入もでき

て、当分の間家でも呑めるので毎晩楽し

みにしています。 

（下平 浩三） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教会の火曜日 10 時から 12 時  於：西宮公同教会集会室 

 

第 1 火曜日   わいわいお茶会 

第 2 火曜日   ゆっくりと聖書を読んでみませんか 

第 3 火曜日   読書会 

第 4 火曜日   社会のこと、世界のこと 
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「アメリカでも奮闘しています」 

  先日、10 日間の滞在で日本からの来訪

者がありました。私の友人の友人に当たる

その方は、アメリカの教会で行われている

「デボースケア」（離婚を経験した方々への

ケア）という宣教活動に興味を持たれ、ご

自身の経験からもそれらの活動を学びたい

という理由でこちらに滞在しながら各教会

を訪問される時を持たれました。 

 私が現在所属しているウェスレー教会に

はそのようなケアミニストリーは無かった

ので、私自身興味を持ってその方のお話を

伺う機会ともなりました。ウェスレー教会

には離婚を経験された方へのアプローチの

活動はありませんが、特に原因を限定せず

に心に闇を抱えた方々、また様々な痛みを

抱えた方々と共にその痛みを分かち合い、

共に乗り越えていくお手伝いをさせていた

だくという「スティーブンミニストリー」

という活動があります。牧師ではなく信徒

が学びを行った上でそれらのケアに当たっ

ています。いわゆるカウンセリングのよう

な役割ですが、希望を共に見上げていくと

いう教会ならではの活動となっています。

それらの活動をご紹介しながら、日本での

これからの必要についても考える機会とな

りました。 

 今回の来訪者の方を通して、日本の教会

にはデボースケアがないこと、また教会で

「離婚」について話すこと自体がタブー視

されていることなどもお聞きしました。そ

の方は当時、聖書には離婚はいけないと書

いてあるという理由で牧師や信徒から責め

られ、教会に通えなくなったとおっしゃら

れていました。様々な理由で一番親しい家

族である関係が壊れ、自分自身も見失いか

けているその状況の中で、一番の心の拠り

所となるはずの祈りの場所すらも失われて

しまう現実も知りました。確かに離婚は、

「幸せ」や「祝福」や「神のご計画」とか

け離れた出来事にみえるかもしれません。

ですが、だからこそ、教会や、目に見えな

い神様の助け、支えが必要になるのだと思

うのです。一番大切なものを失ったその時

に、その人自身の信仰や生き方を教会が責

め立てるとするならば、それは救いを宣べ

伝える場所、教会だと言えるのでしょうか、

そのようなことも考えさせられました。 

 カリフォルニアでは離婚率が５０％と言

われています。そのことはとても悲しい現

実です。ですが、誰一人結婚生活を終わら

せたくて終わらせた方などおられないので

す。その後取り残された子どもたちへのケ

ア、また家族という一番身近なコミュニテ

ィーを失ったものへのケア、寄り添いなが

らどう再生していけるかを共に考えること

ができる仲間や辛い経験を話せる場所が必

要であることを改めて感じています。今回

来訪されたその方は、アメリカの様々な教

会で行われている「デボースケア」に参加

し、同じ体験をしてそれぞれに傷を負った

方々と共に話をし、また共に学び、そして

希望を見出していく過程を少しの間でした

が経験されて、出会いに感謝、今自分が生

～♪ぼくのみる空ときみのみる空はつながっているから～ 
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きていることに感謝、また希望を見出して

歩まれた方に出会ったことへの感謝など、

たくさんの感謝を携えてご自身の「希望」

を見出す道へと歩まれておられました。日

本とアメリカの文化は大きく違いますが、

同じ人間の心の痛みを再生していく過程は

どの人間も同じだと感じます。アメリカで

行われている良いものをどうか日本にも伝

えたいと心から思わされた時となりました。 

（山本 知恵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名護ぬ七曲(54) 

「復帰」後の沖縄県政 7 

 

 ウチの子（下の子）もいよいよ中学卒業。

来月からは高校生です。学校は同じ名護市

内にありますので、バスとかを使えば十分

通学できる距離なのですが、新入生は全員

寮という堅い決まり。なんか寂しくなりそ

うな…。 

＊＊＊ 

【県民投票 その後】 1996 年 9 月 8 日

に実施された沖縄県民投票。｢日米地位協定

の見直しと基地の整理縮小｣を問う投票は、

賛成が 482,538 票 89.09％。反対が 46,232

票 8.54％ という結果。その 2 日後、大田

知事と橋本龍太郎首相（当時）の会談が行

われております。政府としてもこの重大な

結果を無視するわけにはいきません。ここ

で橋本首相は沖縄の米軍基地問題と振興開

発に取り組む姿勢を見せます。しかしこれ

を基地問題解決への前進と捉えるならば、

今度は大田知事が代理署名に踏み切らなけ

ればなりません。署名拒否の理由が「政府

が沖縄の米軍基地問題に取り組まないから」

でしたから、政府が「取り組みます」と言

うのであれば、拒否する理由がなくなって

しまいます。（探せばいくらでもあるのかも

しれませんが。） 米軍基地問題を解決する

にあたり、土地の強制使用を認めなければ

ならない―という何とも不可思議な成り行

きを招いてしまったような、そんな気がし

ないでもありませんね。結果の見えている

県民投票を県はどうしてこの時に実施した

のか、もうちょっとよく当時のことを調べ
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てみないといけないかもしれません▼勿論、

県民投票に至った理由がその時幾つかあっ

たと思います。その一つがやはり前年

（1995 年）に起きた米兵による少女レイプ

事件であったことは間違いないでしょう。

この事件そのものと言うより、戦後、米軍

統治を経、日本に「復帰」してもなおこの

50 年間、負わされ続けてきた痛みと悲しみ

とが背景にはあるわけですから、「もう我慢

ならぬ！」という爆発的な思いが県民・住

民を突き動かしたのも間違いありません。

それが八重山・宮古・沖縄島各地で開催さ

れた「県民総決起大会」に結実し、この人

波がまた県行政を突き動かし、大田知事の

代理署名拒否、翌年の県民投票の実現に至

ったものと考えられます。県民の悲痛な思

いを公式に示す一つの手立てとして、県民

は真摯に投票に臨んだと思います。その結

果を政府が交渉打開の名分として政治的に

利用したとすれば、これは断じて許せない

話です。交渉というのは本当に難しいもの

です。それがまた政治でもあるのでしょう

けれども。 

【改定特措法】 大田知事の代理署名拒否

は、裁判では負けはしましたけれども、一

部の土地について使用期限の更新が間に合

わなくなるという一定の成果をも生み出し

ております。そのため国は土地の不法占拠

という、国としてあるまじき事態に陥って

しまいました。普通ならここは法に則って

即時返還されるべきところ、あろうことか

国はこの非合法状態を抜け出すために、な

んと法律の方を変えてしまうのです。「期限

が切れた後でも国は暫定的に使用ができる」

というふうに。（米軍用地特措法の改定特措

法 1997 年）はぁ？ですよね。そのうえ更 

に 1999 年、同法は「地方自治体を介さず

に、直接国が強制使用の手続きができる。」 

という内容にバージョンアップされます。

もう開いた口が塞がらんとはこのことです

わな。 

＊＊＊ 

ウチの子が来月から行くことになる学

校・学生寮は同じ名護市内の辺野古区にあ

ります。政府が建設を強行しようとしてい

るあの最新鋭米軍基地と、もう目と鼻と口

な距離ものですから、本来しないでよいで

あろうはずの心配も、正直全く無いわけで

はありません。が、もっと正直な話をすれ

ば、「まさかそんなことは起こらないだろう」

と言う気持ちが心のどこかにあります。こ

の“余裕”は一体どこからくるものなのか？ 

いろいろと考えさせられております。 

（羽柴 禎） 
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楽しい教会の火曜日 

 

 たのしい教会の火曜日は、その週が始まって 2 日目火曜の午前、少しゆとりを持って

教会の 1 室に集まり、時間を過ごす願いで始まりました。 

 集まる場所は、西宮公同教会 1 階の集会室です。床（松）、壁（杉）、天井（コルク）

すべて木造の集会室です。飲み物を用意し、そのまま食事を用意したりも出来、不定期

になりますが、地域の方々にワンコインランチ（福 in、カフェあめかぜ）を提供する場

所にもなっている部屋です。 

 教会の火曜日は、週毎にほぼ以下のような内容で時間を過ごすことになっています。 

第 1 火曜日 

 近くに散歩に出かけ、季節の草花と出会ったりします。専門的な知識がなくても、手

軽なテキスト（「スキマの植物図鑑」／塚谷裕一／中公新書）などで紹介されている草

花に出会うと嬉しくなります。 

第 2 火曜日 

 ゆっくりと聖書を読む時間です。古代の書物である聖書は、今生きている自分を見つ

める目で読んでみると、堅苦しい信仰の書物としてではなく、生きた人間の息吹と出会

うことが出来ます。そもそも、生きた人間の物語を描いたのが聖書なのですから。 

第 3 火曜日 

 読書会です。芥川賞“芸人”又吉直樹の「火花」（近作として「劇場」を発表してい

る！）を読んだり、絵本で世界を広げたり、詩の言葉に耳を傾けたり、幅広い読書の時

間を楽しみます。DVD で映画を鑑賞し、直接劇場に出かけたりもします。 

第 4 火曜日 

 お母さんの社会勉強。政治を動かしている仕組み、経済のことも難しいと言わず、広

く世界にまで目配りし、今、自分たちが生きている社会に関心を持ち、心配りする時間

です。 

 

 

たのしい教会の火曜日 

場 所：西宮公同教会集会室 

時 間：毎週火曜日 午前 10 時～12 時 

参加費：100 円（教会からの補助もあって、担当者が毎回、手作りの“お 

やつ”などを用意して下さっています）。 
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 「ゴーマニズム宣言 SPECIAL 天皇論平成 29 年 増

補改訂版」（小林よしのり、小学館）は、その制度が

現存することを前提に、その事実をそれとして明らか

にする目的で書かれているように読めました。「読め

ました」とは言うものの、何しろクドクド事細かに書

くのが得意な人ですから、そのまま事細かに読むのは

大変で、かなり端折ったりして読んでしまいました。

ただ、核心に迫らないことにする場合が多い「天皇」

というテーマを、比較的ありのままに率直に迫って書

いてはいるのです。例えば、昨年から話題になってい

る「退位」も、天皇という制度・仕事を背負いつつ、

その人たちも人間、家族であることを尊重するとした

ら、今それを論ずることの意味を、他のどんな論説よ

りも迫っているように読めました。何よりも悩みの種

は後継者なのです。普通に人間、家族である限り、後

継として決まっている「男系の男子」を実現し続けれ

ばならないとしたら、誰にとって一番の負担になるの

かは明らかです。聖書の古代社会の物語（旧約）でも、

後継者を「産めない」ことでの負担・責任を取らされ

るのは女性です。「男系の男子」が絶対である後継者

を「産めない」ことでの負担・責任は、それを変えな

い限り、その当事者を文句なしに追い詰めることにな

ります。「天皇論」は、「退位」で何よりも求めている

のは、女性天皇への道であることを読み取ります。 

 同時に「天皇論」は、「退位」を求める天皇・皇后

が人間として選び実践してきた「公務」について、具

体的な歩みを追いながら論じているようにも読めま

した。 

 「戦争をしない国／明仁天皇メッセージ」（矢部 宏

治文、小学館）は、戦争をしない国の敗戦後を、戦争

をしない国の歩みとして刻もうとしたのが天皇であ

り、その言葉の一つ一つであることを、その言葉で明

らかにしようともしています。たぶん、その対極にい

る人のことを「安倍晋三は、…権勢を欲しいままにし

て、天皇の権威を踏みにじったら、蘇我入鹿（そがの

いるか）をも、ほのかにしのぐ、日本至上最悪の天皇

へ反逆者として！」と「天皇論」は臆することなく名

指しにします。 

（S） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日、久し振りに友人と飲む機会がありました。10

何年振りに、カウンターだけのちっぽけな居酒屋の隅

っこでゆっくりと。日本酒を飲みながらのあれやこれ

やの積もる話はつきません。その友人とは昔一緒に仕

事をしていた関係で、香港に何度か訪れ、現地にも友

人が出来ました。この友人は香港での夜の帝王みたい

な人で、その友人との食事はもちろん中華料理。 

様々な中華料理を経験しました。中華料理の王様 

広東料理、ピリ辛の四川料理、また中国の家庭料理、

北京ダックや子豚の丸焼き、フカヒレの姿煮、本場の

担々麺。この時の食の記憶は今でも持続していて、日

本でこれよりおいしい中華料理には、まだお目にかか

ってはいません。本当に懐かしい思い出ですが、その

時の友人は商売の関係で中国奥地へ行き、豪雨に巻き

込まれ乗っていたバスが転落し亡くなったそうです。

とても残念でなりません。 

（Y） 

 

 2 月末に、従姉妹が遊びに来てくれました。出張で

東京に来るため、1 日有休を取って岸和田から石岡へ

と来てくれました。水戸の偕楽園の梅が見頃だったの

で、合流してそのまま水戸へと出発。広い公園をのん

びり歩いて、春を感じて、とても気持ちのよい時間で

した。次の日はどこに行こう？と、茨城の本をパラパ

ラめくり…。私と従姉妹だけで出かけるので、あまり

遠くには行けず、近場で楽しそうな所を探しました。

つくばの宇宙センターに行きたかったのですが、残念

ながら月曜休館。ということで、筑波山に行ってきま

した。いつも車で出かけた時に見える筑波山。一度登

ってみたいなぁと思っていました。でも、頂上近くま

ではロープウェーで。そこから少し歩いて頂上まで行

きました。大きな岩がゴロゴロしていて怖かったです

が、絶景！！！空気が気持ちよくて、しばらく岩にも

たれてのんびりしました。ばたばた過ごした 2 日間で

したが、また遊びに来たいと言ってくれて、次は月曜

日以外の日で！つくばリベンジしたいです。 

（C） 

 

 

 

 

 

 

 

～ つとがわ・あれこれ ～ 
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 上の息子がやっと（？）先日、高校を卒業しました。

彼の高校 3 年間は、割といろんなことがあったと思い

ます。それもこれから生きていく上で、必要な経験だ

ったのかもしれませんが、本人もですが、私もなかな 

か大変でした。私が学校に行かせて貰ったのも、学年 

でダントツ 1 番だったでしょう。その分、先生方とは 

大変仲良くさせていただきました。高校卒業とは、人

生の中でも大きな転換期の一つだと思います。社会人

になる人も、大学生になる人も、今後の生活を自分自

身で作っていかなければなりません。周りの方々の

色々な支えを大切にし、たまには、親子喧嘩もあるけ

れど、これからもずっとずっと応援していきたいと思

っているので頑張ってください。 

（K） 

 

 墓を 2件引き受けています。1件は実家の墓ですが、

1969 年に幼くして弟が亡くなり、まだ父が現役だっ

たこともあったのか、近辺の墓の 2 倍はある敷地を購

入した立派なもの。7 年前に父を納めました。もう 1

件は先年 95 歳で亡くなった母の姉、伯母宅のもの。

伯父と伯母がそこには。これは何であんたがなのです

が、伯母のところは子どもがいなかったので特に身寄

りがなく母がすべてを引き継いだから、で小回りさん

のわたし担当に。 

 お彼岸も近いので墓の清掃とお花をの先日。掃除は

素敵な助っ人がいて墓は家の中より綺麗（変な自慢）。

その実家のところで作業をしながら、助っ人さんが

「ここの墓にはこんな石が小石の中にあちこちにあ

る」と言われたのです。エーッ！手に取ってビックリ。

それってあの、あのチャートではありませんか。堆積

岩、年長さんが園長先生と出かけた折にいろんな場所

で探してくるあの重い石。2 つ合わせると素敵な音が

出て、火打石でもあるチャート。2 万年からの年月を

生きてきた石。弟は石を拾うのが好きでした。葬儀の

折に出席した仲間の一人の女の子が「遠足の折に石を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いっぱい拾って重い重いと言っていましたね」と弔辞

の作文を読み上げていたのを昨日にように思い出し

ます。 

 母はそれをお墓に置いていたのですね。今年で 48

年、弟の死は我が家にとっては実に大きな試練でした。

父は戦争の悲惨な体験ともども黙して語らずのまま

亡くなり、間もなく 93 歳の母は古いことを覚えてい

るわりには弟のことは思い出にはないようです。つら

いことは考えないことにしたのでしょうか。 

（J） 

 

カット（A・T） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治・宗教思想研究会／関西神学塾 

《今後の講義予定》 

 

3 月 24 日（金）勝村弘也先生「申命記史書を読む」（48） 

3 月 31 日（金）栗原康先生「大杉栄」（2） 

4 月  1 日（土）栗原康先生「アナーキスト 一遍」 

4 月  7 日（金）岩野祐介先生「内村鑑三」（41） 

 


